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い
く
さ

が
た
り

の
語
り
手

1

『
平
家
物
語
』
壇
一浦
合
戦
談
を
読
む

ー

旨
ロ
イ

太

周

いくさがたりの語 り手

平
維
盛

・
資
盛
兄
弟
の
消
息

平
安

末
期
か
ら
鎌
倉
初
期
に
か
け
て
の
政
治
情
勢

の
究
明
に
か
か
わ

っ
て
根
本
史
料
た
る

『玉
葉
』
記
事
の

一
節
、

こ
の
日
、
中
御
門
大
納
言
来
ら
る
。
伝

へ
聞
く
、
平
氏
讃
岐

の
八
島
に
帰
住
す
。
そ
の
勢
三
千
騎
許
り
と
云
々
。
渡

さ
る
る
首
の
中
、

教
経

に
於

て
は

一
定
現
存
す
と
云
々
。
又
維
盛
卿
三
十
艘
許
り
相
卒
し
南
海
を
指
し
去
り
了
ん
ぬ
と
云
々
。
又
聞
く
、
資
盛
貞
能
等
、

豊

後
の
住
人
等
の
た
め
生
き
な
が
ら
取
ら
れ
了
ん
ぬ
と
云
々
。
こ
の
説
日
来
風
聞
す
と
錐
も
、
人
信
受
せ
ざ
る
処
、
事
巳
に
実
説
と

云
々
。
(寿
永
三
年
二
月
十
九
日
条
。
高
橋
貞

一

『訓
読
玉
葉
』
高
科
書
店
刊
に
よ
る
)

が
目
に
立

つ
。

こ
こ
に
言
う
く
中
御
門
大
納
言
V
と
は
、
内
大
臣
宗
能

の

一
男
、
藤
原
宗
家
の
こ
と

(高
橋
貞

一
傍
注
)、
彼
の
も
た
ら
し
た
最
前
七

日
の

一
の
谷
合
戦
の
後
日
談
を
そ
の
ま
ま
記
述
し
た
と
い
う
体
裁
で
あ
る
。
敗
北
し
た
平
家

の
残
党
の
消
息
が
人
々
の
関
心
事

で
あ
り
、
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文林 三十七号

ま
た
こ
の
種
情
報
の
行
き
交

っ
て
い
た
さ
ま
が
う
か
が
え
る
と
い
う
も
の
、
ほ
と
ぼ
り
さ
あ
ぬ
ま
ま
、
〈
未
の
刻
中
御
門
大
納
言

(宗
家
)、

宰
相
中
将

(定
能
)
来
た
る
。
各
こ
れ
に
謁
す
。
或
人
云
は
く
、
平
氏
伐
た
れ
了
ん
ぬ
と
云
々
。
或
は
又
生
け
取
り
、
或
は
又
土
佐
国
に

引
籠
る
と
云
々
。
近
日
か
く
の
如
き
説
縦
横
、

一
定
を
存
じ
難
き
か
V

(『玉
葉
』
寿
永
三
年
三
月
十
六
日
条
)
と
も
記
し
留
め
て
い
る
。

『
平
家
物
語
』
に
お
け
る
歴
史
そ
の
ま
ま
と
歴
史
ば
な
れ
と
の
課
題
に
即
し
て
恰
好

の
対
象
-

合
戦
直
後
の
情
報

と
は
言
い
条
、
そ

れ
に
し
て
も
、
『玉
葉
』
寿
永
三
年
二
月
十
九
日
記
事
と

『
平
家
物
語
』
の
展
開
と
は
齪
擁
す
る
こ
と
甚
だ
し
い
。
『玉
葉
』
に
あ

っ
て
、

一
の
谷
合
戦

で
の
討
死
は
虚
報
と
さ
れ
た
は
ず
の
教
経
を
含
め
、
平
維
盛

・
資
盛
兄
弟
、
平
貞
能
と
も
に
、
こ
の
寿
永

三
年
二
月
十
九
日

以
後

そ
の
消
息
を
伝
え
る
記
事
は
見
当
ら
な
い
。
『玉
葉
』
記
事
を
以
て
し
て
、
あ
の
華
々
し
い
、
あ
る
い
は
哀
愁
に
充
ち
た
場
面
の
数
々

の
再
現
は
か
な
わ
ぬ
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。

た
と
え
ば
、
資
盛
の
消
息
ー

『平
安
時
代
史
事
典
』
(角
川
書
店
刊
)
に
は
、

治
承

.
寿
永
内
乱
で
は
反
平
氏
勢
力
の
追
討
に
活
躍
。

一
門
都
落
ち
の
の
ち
も
、
兄
維
盛
の
離
脱
に
も
か
か
わ
ら
ず

一
門
と
行
動
を

と
も
に
し
た
。
文
治
元
年
三
月
二
十
四
日
、
壇
ノ
浦
の
合
戦
で
戦
死
。
叔
母
建
礼
門
院
徳
子
の
も
と
に
仕
え
て
い
た
女
房
建
礼
門
院

右
京
大
夫
と
の
恋
愛
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
(野
口
実

「平
資
盛
」
)

と
記
す
。
項
目
末
尾

「史
料
」
欄

に
、
『愚
管
抄
』
(五
)
及
び
、
『吾
妻
鏡
』
(元
暦
元
年
二
月
五
日
、
文
治
元
年
三
月

二
十
四
日
、
四
月

十

一
日
条
)
と
掲
げ
る
が
、
『愚
管
抄
』
に
は
、
『
平
家
物
語
』
で
も
著
名
な
挿
話
、
嘉
応
二
年
出
来

の
殿
下
乗
合
事
件

の
き

っ
か
け
と
な

る
人
物
と
し
て
名
を
留
め
る
の
み
、
〈
治
承

・
寿
永
の
内
乱

で
は
反
平
氏
勢
力

の
追
討
に
活
躍
云
々
〉
の
論
拠
た
り
え
な
い
。

確
か
に
、
『吾
妻
鏡
』
に
は
、
『
平
家
物
語
』
を
な
ぞ
る
か
の
ご
と
き
、
資
盛
の
三
草
山
合
戦
参
戦
、
ま
た
、
壇
の
浦
合
戦

の
終
末
、
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いくさがたりの語り手

〈
新
三
位
中
将
資
盛
、
前
少
将
有
盛
朝
臣
等
、
同
じ
く
水
に
没
す
云
々
V

(貴
志
正
造

『全
課
吾
妻
鏡
』
新
人
物
往
来
社
刊
に
よ
る
)
と

の
裏
付
け
の
あ
る
こ
と
で
は
あ
る
が
、
『
玉
葉
』
記
事
の
史
料
批
判
を
果
し
て
い
な
い
と
の
諺
り
ま
ぬ
か
れ
ま
い
。
事
実

、
「史
料
と
し
て

の

『
平
家
物
語
』」
(『文
学
』
平
成
14
年
7

・
8
月
)
な
ど

『平
家
物
語
』
が
史
料
と
し
て
有
用
な
る
所
以
を
説
く
上
横

手
雅
敬
に
し
て
、

『玉
葉
」
寿
永
三
年
二
月
十
九

日
条
を
重
視
、

ま
ず
資
盛
は
、
通
説
で
は
壇
の
浦

で
討
死
し
た
と
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
う
で
は
な
し
に
豊
後
の
武
士
に
捕
ら
え
ら
れ
た
と
い
う
。
和

平

工
作

の
中
心
で
、
緒
方
氏
と
親
し
か

っ
た
資
盛
は
、
お
そ
ら
く
緒
方
氏
に
降
り
、
屋
島
に
は
赴
か
ず
、
豊
後
に
留
ま

っ
た
の
で
あ

ろ
う
。
そ
し
て
維
盛
も

『平
家
物
語
』
に
あ
る
よ
う
に
、
都

に
残
し
た
妻
子
に
会
う
た
め
、
三
人
の
従
者
を
連
れ

て
ひ
そ
か
に
屋
島

を
脱
け
出
し
た
の
で
は
な
く
、
三
十
艘

の
船
団
を
率
い
て
堂
々
と
分
派
行
動

に
出
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
説
を
、
人
は
信
じ
な
か

っ

た
が
、
『
玉
葉
』
は
自
信
を
も

っ
て
実
説
だ
と
記
し
て
い
る
。
(「源
平
争
乱
と
地
域
史
」
、
『源
平
争
乱
と
平
家
物
語
』
所
収
、
角
川

書

店
刊
、
平
成
13
年
)

と
評
価

し
て
い
る
ほ
ど
で
あ
る
。

歴
史
物
語
た
る

『
平
家
物
語
』
を
な
ぞ
る
だ
け
と
の
引
け
目
な
く
、
歴
史
記
述
を
果
す
こ
と
は
出
来
な
い
も
の
か
1

資
盛
の
愛
人
建

礼
門
院

右
京
大
夫
の
手
記
と
も
言
う
べ
き

『建
礼
門
院
右
京
大
夫
集
』

の
愁
嘆
場
、
資
盛
の
悲
報
に
接
し
た
折
の
回
想
、

又

の
年
の
春
ぞ
、
ま
こ
と
に
こ
の
世
の
ほ
か
に
聞
き
果
て
に
し
。
そ
の
ほ
ど
の
こ
と
は
、
ま
し
て
な
に
と
か
い
は
む
。
み
な
か
ね
て

思
ひ
し
こ
と
な
れ
ど
、
た
だ
ほ
れ
ぼ
れ
と

の
み
お
ぼ
ゆ
。
あ
ま
り
に
せ
き
や
ら
ぬ
涙
も
、
か

つ
は
見
る
人
も

つ
つ
ま
し
け
れ
ば
、
な

に
と
か
人
も
思
ふ
ら
め
ど
、
「
心
ち
の
わ
び
し
き
」
と
て
、
引
き
被
き
寝
暮
し
て
の
み
ぞ
、
心
の
ま
ま
に
泣
き
過
ぐ
す
。
(略
)
た
だ
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文林 三十七号

「か
ぎ
り
あ
る
命
に
て
は
か
な
く
」
な
ど
聞
き
し
こ
と
を
だ
に
こ
そ
、
か
な
し
き
こ
と
に
い
ひ
思

へ
、
こ
れ
は
、
な
に
を
か
た
め
し

に
せ
む
と
、
か

へ
す
が

へ
す
お
ぼ
え
て
云
々
。
(糸
賀
き
み
江
校
注

『新
潮
日
本
古
典
集
成

建
礼
門
院
右
京
大
夫
集
』
)

の
く
だ
り
は
、
史
料
と
し
て
も
有
用
で
あ
る
。

こ
の
前
段
、
〈
ま
た
、
「維
盛
の
三
位
中
将
、
熊
野
に
て
身
を
投
げ
て
」、
人

の
い
ひ
あ
は

れ
が
り
し
云
々
〉
を
承
け
て
の
く
又
の
年

の
春
V

で
あ
れ
ば
、
そ
れ
と
明
ら
か
に
告
げ
て
い
る
訳
で
は
な
い
が
、
不
慮

の
死
を
暗
示
し
て

い
る
あ
た
り
も
含
め
て
、
資
盛

の
閲
歴
を
、
〈
文
治
元
年
三
月
二
十
四
日
、
壇

ノ
浦

の
合
戦

で
戦
死
〉

(『
平
安
時
代
史
事
典
』)
と
結
ぶ

の
は
理
の
あ
る
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。
ち
な
み
に
、
流
布
本
等
で
入
水
と
描
か
れ
て
い
る
は
ず
が
、
延
慶
本
で
は
〈
敵

二
被
取
籠
ケ
ル
所

ニ

テ
、
自
害

シ
テ
失
給

ヌ
〉
と

『平
家
物
語
』
諸
本
で

一
定
し
な
い
。
そ
れ
に
し
て
も
、

一
の
谷
合
戦
直
後
の
風
聞
〈
資
盛
貞
能
等
、
豊
後

の
住
人
等
の
た
め
生
き
な
が
ら
取
ら
れ
了
ん
ぬ
と
云
々
〉

(『
玉
葉
』)
の
不
可
解
さ
、
九
条
兼
実
は
、
こ
の
情
報
を
心
底
信
じ
き

っ
て
い

た
の
で
あ
ろ
う
か
、
後
日
糺
す
こ
と
も
し
て
い
な
い
。

当
事
者
と
も
言
う
べ
き
建
礼
門
院
右
京
大
夫
が
そ
れ
と
信
じ
納
得
し
て
い
た
こ
と
ー

〈
維
盛
の
三
位
中
将
、
熊
野

に
て
身
を
投
げ
て

云
々
V
と
記
す
維
盛
の
最
期
も
、
『平
安
時
代
史
事
典
』
「平
維
盛
」
の
項
に
よ
れ
ば
、

寿
永
二
年
五
月
、
木
曽
義
仲
の
軍
に
倶
利
伽
羅
峠
で
惨
敗
し
、
同
年
七
月
、

一
門
と
と
も
に
西
海
に
逃
れ
た
が
、
元
暦
元
年
二
月
、

一
門
を
離
脱
、
そ
の
後
は
、
高
野
山
に
赴
い
て
出
家
を
遂
げ
、
熊
野
那
智
で
入
水
し
た
と
も
、
源
頼
朝
を
頼

っ
て
東
下
の
途
中
病
死

し
た
と
も
伝
え
る
。
(野
口
実
担
当
)

と
諸
説
入
り
乱
れ
て
い
る
あ
た
り
興
味
深
い
。
上
横
手
雅
敬
は
、
こ
こ
で
も
、

維
盛
の
脱
走
に
は
、
末
弟

の
忠
房
も
同
行
し
て
い
た
と
み
ら
れ
る
。
(略
)
し
か
し
、
屋
島
を
脱
出
し
て
か
ら
の
行
動
は
、
維
盛
と

一14一



いくさがたりの語り手

忠
房
と
で
は
異
な
っ
て
い
た
。
『源
平
盛
衰
記
』
巻
四
十
に
引
く

『禅
中
記
」
に
よ
れ
ば
、
維
盛
は

『平
家
物
語
』

に
あ
る
よ
う
に

那
智

で
入
水
し
た
の
で
は
な
く
、
熊
野
に
参
詣
し
て
後
、
都
に
上

っ
て
法
皇
に
助
命
を
乞
う
た
。
法
皇
が
頼
朝
に
伝
え
た
と
こ
ろ
、

頼
朝
が
維
盛
の
関
東
下
向
を
望
ん
だ
の
で
、
鎌
倉
に
下
向
す
る
途
中
、
維
盛
は
相
模
国

(神
奈
川
県
)
湯
下
宿
で
病
没
し
た
と
す
る
。

『禅
中
記
』

の
こ
の
部
分
は
現
存
し
な
い
が
、

こ
の
日
記
は
権
中
納
言
葉
室
長
方
に
よ
る
も
の
で
、
信
頼

で
き

る
と
思
わ
れ
る
。

(「
源
平
争
乱
と
地
域
史
」
、
『源
平
争
乱
と
平
家
物
語
』
所
収
)

な
ど
、
建
礼
門
院
右
京
大
夫
の
回
想
と
の
確
固
た
る
裏
付
け
の
あ
る

『
平
家
物
語
」
に
展
開
す
る
維
盛
最
期
談
を
退
け

て
い
る
。

こ
と
は
、
『
禅
中
記
』
記
事

の
信
愚
性
の
吟
味
い
か
ん
ー

『平
家
物
語
』
の
出
典
考
察
に
あ
た
り
、
『禅
中
記
』
に
着
目
し
た
嗜
矢
、

後
藤
丹
治
は
、

源
平
盛
衰
記
巻
四
十
、
中
将
入
道
入
水
の
条
中
に
異
説
を
あ
げ
て
、
禅
中
記
と
い
ふ
書
を
引
い
て
ゐ
る
。
(略
)

一
体
、
前
記
の
盛

衰
記
の
或
説
と
い
ふ
の
は
平
維
盛
が
熊
野
の
沖
で
入
水
し
た
と
云
ふ
通
説
に
対
し

て
、
実
は
入
水
し
た
の
で
は
な

い
と
の
異
聞
を
録

し
た
も
の
で
あ
る
。
維
盛
が
熊
野
で
入
水
し
た
と
云
ふ
風
聞
が
京
都
に
行
は
れ
て
ゐ
た
こ
と
は
、
建
礼
門
院
右
京
大
夫
集
に
も
見
え

て
ゐ
る
が
、
そ
れ
は
恐
ら
く
は
風
聞
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ

つ
て
、
実
際
は
盛
衰
記
所
載
の
或
説
の
如
く
相
模
国
で
餓
死
し
た
の
で
は

あ
る
ま
い
か
。
そ
の
或
説
に
維
盛
が
法
皇
に
助
命
を
乞
ひ
奉

つ
た
と
あ
る
と
こ
ろ
を
見
る
と
、
堂
上
側
近
の
臣
で
あ
る
藤
原
長
方
は
、

自
然
に
そ
れ
等
の
事
情
を
知
悉
し
、
そ
の
日
記
禅
中
記
に
書
き
留
め
て
お
い
た
も
の
で
あ
ら
う
と
思
は
れ
る
。
か
う
推
定
す
る
の
は

決
し
て
穏
当
を
欠
く
も
の
で
は
な
い
と
信
ず
る
。
(「平
家
物
語
出
典
考
」
、
『改
訂
増
補
戦
記
物
語
の
研
究
』
所
収
、
大
学
堂
書
店
刊
、

昭
和
47
年
再
版
)
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文林 三十七号

と
考
証
し
て
い
る
こ
と

で
あ

っ
た
。

『
禅
中
記
』
残
閾
本

に
当
該
記
事
を
見
出
し
え
な
い
の
は
措
く
と
し
て
、
『
源
平
盛
衰
記
』
巻
四
十
に
展
開
す
る
維
盛
入
水
談
に
、

〈
或
説
に
云
〉
以
下
当
の
年
月
日
を
示
す

こ
と
も
な
く
、
〈
頼
朝
御
返
事
に
、
彼
卿
を
下
し
給
て
、
体
に
随
て
可

申

入

一と
申
た
り
け
れ

ば
、

可

罷
下

由
法
皇
よ
り
被

一仰
下

}け
る
。
後
は
飲
食
を
断
た
り
け
る
が
、
廿

一
日
と
云
け
る
に
、
関
東

へ
も
下
著
せ
ず
、
相
模
国
湯

下
宿

に
て
入
滅
と
も
い
へ
り
。
禅
中
記
に
見
え
た
り
〉

(国
民
文
庫
刊
行
会
本
)
と
付
さ
れ
た
態
の
注
記
を
し
て
、
建
礼
門
院
右
京
大
夫

の
回
想
よ
り
も
史
料
と
し
て
の
信
愚
性
あ
り
と
す
る
こ
と
に
ど
の
程
度

の
蓋
然
性
が
あ
る
と
い
う
の
で
あ
ろ
う
か
。
『
源
平
盛
衰
記
』
に

は
、
今

一
箇
条
、

或
説
に
は
、
那
智
の
客
僧
等
是
を
憐
て
、
瀧
奥
の
山
中
に
、
庵
室
を
造
り
て
隠
し
置
た
り
。
其
所
今
は
広
き
畑
と
成
て
、
彼
人
の
子

孫
繁
昌
し
て
お
は
す
。
毎
年
に
香
を

一
荷
、
那
智

へ
備
ふ
る
外
は
、
別
の
公
事
な
し
。
故
に
震
を
香
膠
と
云
と
、
入
海
は
偽
事
と
云

云
。

と
記
す
。
史
料
の
裏
付
け
も
な
い
伝
承
で
は
あ
ろ
う
が
、
現
在
、
和
歌
山
県
東
牟
婁
郡
那
智
勝
浦
町
色
川
、
同
旦
ロ同
郡
龍
神
村
小
森
谷
、

奈
良

県
吉
野
郡
十
津
川
村
五
百
瀬
、
同
野
迫
川
村
が
維
盛

の
隠
棲
を
伝
え
る
由

(二
本
松
康
宏

「平
家
伝
説
と
遺
跡
」、

『国
文
学
』
平
成

14
年

10
月
)、
『源
平
盛
衰
記
』
異
説
に
繋
が
る
遺
跡
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。
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平
維

盛

・
資
盛
兄
弟

の
最
期
に
か
か
わ

っ
て
、
史
書
た
る

『玉
葉
』
や

『禅
中
記
』
よ
り
も
、

史
実
考
証
ー

俊
寛
の
悲
劇
談

『平
家
物
語
』
の
方
が
真
相
を
伝
え
て



いくさがたりの語り手

い
る

の
で
は
な
い
か
ー

『平
家
物
語
』
に
描
き
出
さ
れ
た
俊
寛
の
悲
劇
談
を
め
ぐ
り
、
〈
伝
説
の
歴
史
性
、
も
し
く
は
史
料
と
し
て
の

伝
説

の
価
値
と
い
ふ
も
の
を
、
も
う
久
し
い
前
か
ら
私
は
考

へ
て
見
よ
う
と
し
て
居
る
〉
と
書
き
出
す
柳
田
國
男

「有

王
と
俊
寛
僧
都
」

(『定
本
柳
田
國
男
集
』
第
七
巻
所
収
、
筑
摩
書
房
刊
)
の
追
究
も
こ
こ
に
尽
き
る
。

と

こ
ろ
で
、
柳
田
國
男
を
し
て
、
〈
有
王
が
戻

つ
て
語
ら
ぬ
限
り
、
誰
が
こ
の
悲
愴
な
る
最
後

の
光
景
の
、
曾

て
此
世
に
出
現
し
た
こ

と
を
知

る
者
が
あ
ら
う
。
(略
)
私
は
こ
の
名
誉
多
き

一
篇

の
文
学
に
、
隠
れ
て
有
王
の
参
加
し

て
居
る
こ
と
を
疑
は

ぬ
の
で
あ
る
〉
と

感
嘆

さ
せ
た
俊
寛
の
悲
劇
談
に
つ
き
、
い
ざ
こ
の
事
件
の
全
容
を
史
料
に
よ
り
裏
付
け
よ
う
と
す
る
と
容
易

で
は
な
い
。
確
か
に
、
鹿
谷

事
件

な
る
謀
反
が
露
見
し
た
こ
と
は
明
白
な
事
実
、
『史
料
綜
覧
』
(東
京
大
学
出
版
会
刊
)
か
ら
関
連
事
項
を
摘
記
す

る
と
次
の
通
り
。

治
承
元
年
六
月

一
日

平
清
盛
、
権
大
納
言
藤
原
成
親
、
右
近
衛
少
将
同
成
経
、
及
ビ
前
左
衛
門
尉
師
光
ヲ
八
条
第

二
捕

フ
。

(玉

葉
、
愚
管
抄
、
参
考
源
平
盛
衰
記
等
)

同
二
日

藤
原
成
親

ヲ
備
前

二
流
シ
、
同
師
光
ヲ
殺

ス
。
(玉
葉
、
愚
管
抄
、
参
考
源
平
盛
衰
記
等
)

同
三
日

平
清
盛
、
法
勝
寺
執
行
権
少
僧
都
俊
寛
、
山
城
守
中
原
基
兼
、
検
非
違
使
左
衛
門
尉
惟
宗
信
房
、
同
平
佐
行
、
同
平
康
頼

等

ヲ
捕

フ
。
(玉
葉
等
)

是
月

平
清
盛
、
藤
原
成
経
、
平
康
頼
、
俊
寛

ヲ
鬼
界
島

二
流
ス
。
(愚
管
抄
、
参
考
源
平
盛
衰
記
等
)

七
月
九
日

平
清
盛
、
藤
原
成
親

ヲ
備
前

二
殺
サ
シ
ム
。
(顕
広
王
記
、
百
練
抄
、
参
考
源
平
盛
衰
記
等
)

治
承
二
年
七
月
三
日

天
下

二
大
赦

シ
、
流
人
藤
原
成
経
、
平
康
頼
ヲ
召
還
ス
。
(参
考
源
平
盛
衰
記
、
保
暦
間

記
、
宝
物
集
等
)

治
承
三
年
九
月

是
月
、
流
人
前
法
勝
寺
執
行
俊
寛
、
鬼
界
島

二
寂
ス
。
(参
考
源
平
盛
衰
記
、
高
野
春
秋
)
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文林 三十七号

日
次

の
記
と
あ
れ
ば
、
種
々
記
事
が
混
在
す
る
の
は
当
然
の
こ
と
、
そ
れ
に
し
て
も
、
『
玉
葉
」
記
事
か
ら
は
、
鹿
谷
事
件

の
あ
ら
ま

し
断
片
的
に
は
う
か
が
え
る
も
の
の
、
『
平
家
物
語
』
に
展
開
す
る
よ
う
な
俊
寛
の
悲
劇
談
の
復
元
ま
で
は
か
な
わ
な

い
。
鹿
谷
事
件

に

か
か
わ
る
俊
寛
の
動
静
に
つ
い
て
は
、
僅
か
に
、

人
伝
に
云
は
く
、
去
夜
亥

の
刻
、
入
道
の
許
に
、
搦
め
召
す
輩
六
人
と
云
々
、
法
勝
寺

の
執
行
僧
都
俊
寛
、
(略
)
同
平
康
頼
、
已

上
法
皇
の
近
習
の
輩
な
り
。
各
前
庭
に
渡
し
こ
れ
を
見
る
と
云
々
。
(安
元
三
年
六
月
四
日
条
)

と
記
す
の
み
で
あ
る
。

こ
の
点
、
「愚
管
抄
』
(巻
五
)
は
、
後
白
河
法
皇
側
近

の
企
ん
だ
謀
反
鹿
谷
事
件
を
詳
細
に
伝
え
、

法
勝
寺
執
行
俊
寛
ト
云
者
、
僧
都

ニ
ナ
シ
タ
ビ
ナ
ド
シ
テ
有
ケ
ル
ガ
、
ア
マ
リ

ニ
平
家

ノ
世
ノ
マ
マ
ナ
ル
ヲ
ウ
ラ
ヤ
ム
カ

ニ
ク
ム
カ
、

叡
慮

ヲ
イ
カ
ニ
見
ケ
ル
ニ
カ
シ
テ
、
東
山
辺

二
鹿
谷
ト
云
所

二
静
憲
法
印
ト
テ
、
法
勝
寺

ノ
前
執
行

(略
)
イ
サ
サ
カ
山
荘

ヲ
造
リ

タ

リ

ケ

ル
所

へ
御

幸

ノ
ナ

リ

く

シ
ケ

ル
。

コ
ノ
閑

所

ニ
テ
御

幸

ノ
次

二
、

成

親

・
西

光

・
俊

寛

ナ

ド
聚

リ

テ
、

ヤ

ウ

く

ノ
議

ヲ

シ
ケ
ル
ト
云
事

ノ
聞
ヱ
ケ
ル
。

以
下
、
多
田
蔵
人
行
綱

の
密
告
に
よ
る
、
西
光
法
師
の
逮
捕
、
惨
殺
、
さ
ら
に
は
成
親
の
逮
捕
、
配
流
、
殺
害
の
記
事

に
及
び
、
〈
俊
寛

ト
検
非
違
使
康
頼
ト
ヲ
バ
硫
黄
島
卜
云
所

ヘ
ヤ
リ
テ
、
カ
シ
コ
ニ
テ
又
俊
寛

ハ
死

ニ
ケ
リ
〉

(『
日
本
古
典
文
学
大
系

愚
管
抄
』
岩
波

書
店
刊
に
よ
る
)
と
結
ぶ
。
慈
円
の
鹿
谷
事
件
に
寄
せ
る
異
様
な
ほ
ど
の
関
心
の
深
さ
が
見
て
と
れ
る
と
は
言
う
も
の
の
、
あ
の
柳
田
國

男
を
し
て
感
嘆
さ
せ
た

『平
家
物
語
』
に
展
開
す
る
俊
寛
の
悲
劇
談
の
趣
と
は
や
や
様
相
を
異
に
す
る
こ
と
は
否
め
な

い
。
こ
の
点
に
触

れ
、

か
つ
て
、
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いくさがたりの語り手

『
平
家
物
語
』

で
は
、
流
罪
に
処
せ
ら
れ
た
三
人
の
う
ち
俊
寛
だ
け
が
大
赦
に
漏
れ
て
、
侍
童
有
王
が
島
に
渡
り
俊
寛
の
最
期
を
見

届
け
る
と
い
う
悲
劇
談
を
展
開
し
て
い
る
。
俊
寛
の
山
荘
を
陰
謀
の
場
と
し
て
提
供
し
た
こ
と
で
、
最
後
ま
で
清
盛
の
怒
り
が
解
け

ず

一
人
島
に
残
さ
れ
る
と
い
う
設
定
で
あ
る
が
、
『
愚
管
抄
』
で
は
静
憲
法
印
の
山
荘
で
の
密
議
と
な

っ
て
い
る
な
ど
、
『
平
家
物
語
』

に
お
け
る
俊
寛
の
悲
劇
談
を
全
て
事
実
談
と
す
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
(「俊
寛
」、
『
平
安
時
代
史
事
典
』)

と
指
摘
し
た
こ
と
で
あ
る
。

『
平
家
物
語
』
に
展
開
す
る
、
俊
寛
を
島
に
残
し
た
ま
ま
赦
免
に
よ
り
帰
還
す
る
と
い
う
数
奇
な
る
運
命
を
た
ど

っ
た
二
人
1

な
か

で
平
康
頼
は
そ
の
著

『宝
物
集
』
冒
頭
で
、

治
承
元
年
の
秋
、
薩
摩
国
の
島
を
出

て
、
お
な
じ
き
二
年
の
春
、
二
た
び
旧
里
に
か

へ
り
て
侍
り
し
か
ど
も
、
世

の
中
も
有
り
し
に

も
あ
ら
ず
、
浮
木
に
乗
り
け
ん
人
の
心
地
せ
し
か
ば
、
世

の
憂
き
時
の
住
家
な
れ
ば
、
心
を
も
な
ぐ
さ
め
む
と
て
、
東
山
な
る
所

に

籠
り
居
て
侍
る
程
に
云
々
。
(山
田
昭
全
校
注

『新
日
本
古
典
文
学
大
系

宝
物
集
』
岩
波
書
店
刊
に
よ
る
)

と
回
想
し
て
い
る
。

も

っ
と
も
、
『平
家
物
語
』
に
展
開
す
る
赦
免
使
の
鬼
界
島
到
着
は
治
承
二
年
九
月
二
十
日
頃
の
こ
と
、
康
頼

・
成
経
の
鳥
羽
到
着
は

翌
三
年
三
月
十
六
日
と
設
定
さ
れ
て
い
る
こ
と

で
あ

っ
た
。
『宝
物
集
」

に
言
う
治
承
二
年
春
の
帰
還

で
は
、
建
礼
門
院
の
懐
妊
に
よ
る

恩
赦
と
の
か
ら
く
り
は
成
り
立
た
ず
、
と
言

っ
て
、
〈
治
承
元
年
の
秋
〉
〈
お
な
じ
き
二
年

の
春
〉
に

つ
き
、
そ
れ
ぞ
れ
、

治
承
二
年
の
誤
り
か
。
あ
る
い
は
錯
覚
に
よ
る
混
乱
か
。
康
頼
は
安
元
三
年
六
月
三
日
に
鹿
ケ
谷
事
件

で
逮
捕
さ
れ
、
鬼
界
が
島
に

流
さ
れ
る

(玉
葉
)
。
安
元
三
年
は
八
月
四
日
に
改
元
し
て
治
承
元
年
と
な
る
。
高
倉
天
皇
中
宮
徳
子
の
御
産
の
特
赦
で
赦
免
さ
れ
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文林 三十七号

た
と
す
れ
ば
、
島
を
出
た
の
は
二
年
、
帰
路
は
三
年
春

(平
家
物
語
)
と
す
る
の
が
穏
当
。

治
承
三
年
春
と
あ
る
べ
き
と
こ
ろ
。
(山
田
昭
全
脚
注
)

と
調
整
を
は
か
る
の
は
、
当
事
者

の
証
言
を
物
語
の
記
述
に
合
わ
せ
て
安
易
に
訂
正
し
て
い
い
の
か
と
の
不
審
ま
ぬ
か
れ
ま
い
。
建
仁
三

年
三
月
十
九
日
条
、
参
議
正
三
位
藤
原
成
経
莞
去
記
事
に
触
れ
て
、
『大
日
本
史
料
』
は

『公
卿
補
任
』
を
引
く
が
、

安
元
三
年
六
月
十
八
日
、
解
却
所
帯
両
官
、
依
父
縁
坐
赴
遠
島
也
、
年
月
日
帰
京
。

と
帰
還
の
年
月
を
明
示
し
て
い
な
い
。
こ
れ
ま
た

『平
家
物
語
』
に
お
け
る
歴
史
そ
の
ま
ま
と
歴
史
ば
な
れ
の
恰
好
の
対
象
た
る
こ
と
は

明
ら
か
で
あ
る
。

過
ぎ
し
流
人
生
活
に
つ
き
康
頼
は
ほ
と
ん
ど
語
る
こ
と
は
な
い
が
、
今

一
箇
所
、

三
ケ
年

の
夢
、
わ
つ
か
に
覚
め
た
り
と
い

へ
ど
も
、

一
生
涯
の
歎
、
い
ま
だ
晴
ざ
る
程
な
れ
ば
、
人
に
も
し
ら
れ

で
侍
る
に
、
い
か

に
し
て
尋
ね
て
は
来
り
給

へ
る
ぞ
。
鬼
界
が
島

の
有
様
は
、
申
し
て
も
無
益
と
侍
る
べ
し
。
故
郷
の
事
、
風
の
伝

に
も
聞
難
く
侍
り

き
。
都
を
出
て
後
、
如
何
な
る
事
か
侍
り
し
云
々
。
(『宝
物
集
』
巻

一
)

の
〈
三
ケ
年
の
夢
〉
も
議
論
を
呼
ぶ
と
こ
ろ
、
冒
頭
の
回
想
と
は
辻
褄
合
わ
な
い
が
、
山
田
昭
全
は
、
〈
三
年

に
わ
た

っ
て
み
た
悪
夢
。

安
元
三
年

の
流
罪
か
ら
治
承
三
年
の
帰
洛
ま
で
は
足
か
け
三
年
と
な
る
V
と
の
注
を
付
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
配
流

三
年
は
表
現
の
定

型
-

謡
曲

「松
風
」

の
く
か
く
て
三
年
も
過
ぎ
行
け
ば
、
行
平
都
に
上
り
給

ひ
V

の
注
、
〈
行
平
の
須
磨
配
流
の
期
間
所
見
な
し
。

コ
ニ
年
」
は
光
源
氏
の
調
居
を
重
ね
た
脚
色
か
V

(伊
藤
正
義
校
注

『新
潮
日
本
古
典
集
成

謡
曲
集
』)
等
を
思
い
合
わ
せ
れ
ば
よ
い
。

な
お
、
『平
家
物
語
」
俊
寛
の
悲
劇
談

の
展
開
に
あ

っ
て
、
俊
寛
の
有
王
に
対
す
る
述
懐

の
な
か
に
、
〈
心
に
ま
か
せ
た
る
俊
寛
が
身
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な
ら
ば
、
何
と
て
此
島
に
て
三
と
せ
の
春
秋
を
ば
送
る
べ
き
〉

(巻
三

「僧
都
死
去
」)
と
〈
三
と
せ
の
春
秋
〉
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。

確
か

に
、
〈
こ
の
有
王
の
島
下
り
を
、
治
承
三
年
三
月
末
都
を
出
、
初
夏
の
頃
島

へ
渡
り
着
い
た
と
す
る
と
、
安
元
三
年
六
月
の
配
流
か

ら
数

え
て
足
か
け
三
年
に
な
る
V

(梶
原
正
昭

・
山
下
宏
明
校
注

『新
日
本
古
典
文
学
大
系

平
家
物
語
』
岩
波
書
店

刊
、
脚
注
)
と
合

理
的
説
明
の
可
能
な
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
が
、
そ
れ
に
し
て
も
俊
寛
の
悲
劇
談
の
感
動
は
、
配
流
三
年
の
定
型
に
よ
る
脚
色
か
、
あ
る
い
は

事
実
談
そ
の
ま
ま
の
再
現
に
よ
り
も
た
ら
さ
れ
た
も
の
か
の
検
討
は
課
題
と
し
て
残
る
。

いくさがたりの語り手

俊
寛
の
悲
劇
談
の
語
り
手

次

々
に
紡
ぎ
出
さ
れ
る
流
麗
な
行
文
、
加
え
て
多
岐
に
わ
た
る
切
り
口
と
、
柳
田
國
男

「有
王
と
俊
寛
僧
都
」
の
論
旨
を
た
ど
る
の
は

容
易
な
こ
と
で
は
な
い
。
そ
れ
に
し
て
も
、
開
巻
、

伝
説
の
歴
史
性
、
も
し
く
は
史
料
と
し
て
の
伝
説
の
価
値
と
い
ふ
も
の
を
、
も
う
久
し
い
前
か
ら
考

へ
て
見
よ
う
と
し
て
居
る
。
是

は
そ
の
手
頃
な

一
つ
の
実
例
で
あ
る
が
、
何
分
に
も
知
識
が
ま
だ
乏
し
く
て
、
安
全
な
結
論

に
達
す
る
こ
と
が
出
来
な
い
。
単
に
斯

う
い
ふ
方
法
も
有
る
と
い
ふ
こ
と
を
述

べ
て
、
文
学
史
家

の
批
判
を
受
け
て
見
た
い
の
で
あ
る
。
俊
寛
僧
都
の
墓
所
と
い
ふ
も
の
が
、

諸
国
に
は
数
多
く
保
存
せ
ら
れ
て
居
る
。
是
と
平
家
物
語
の
鬼
界
島
の

一
条
と
は
、
ど
う
い
ふ
関
係
に
在
る
の
で
あ
ら
う
か
を
最
初

に
問
題
に
し
て
見
る
。

と
語
り
出
す
〈
伝
説
〉
と
は
何
を
指
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
全
七
節
か
ら
成
る
論
考
、
第

一
・
二
節
に
繰
り
返
す
、
〈
全
国
の
多
く

の
遺
　
を
繋
ぐ
も
の
も
、
同
じ
く
又
有
王
と
い
ふ
侍
童

の
旅
行
だ

つ
た
の
で
あ
る
〉
〈
有
王
が
戻

つ
て
語
ら
ぬ
限
り
、
誰
が
こ
の
悲
愴
な
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る
最
後
の
光
景
の
、
曾
て
此
世

に
出
現
し
た
こ
と
を
知
る
者
が
あ
ら
う
〉
〈
斯
う
い
ふ
情
景
ま
で
が
世

に
伝
は

つ
て
居
る
の
は
、

い
つ
の

間
に
か
有
王
が
主
人
か
ら
承
は
つ
て
居
た
の
で
あ
る
。
さ
う
で
な
け
れ
ば
他
に
も
う
知
る
者
の
無
い
こ
と
が
多
い
の
で
あ
る
〉
等
か
ら
は
、

俊
寛

の
悲
劇
談
を
し
て
事
実
談
と
せ
ず
に
は
お
か
ぬ
と
の
気
迫
が
察
せ
ら
れ
る
。

俊
寛
は
実
在
の
人
物
と
し
て
、
有
王
も
ま
た
実
在
の
侍
童
と
す
る
確
証
の
な
い
こ
と
1

第
三
節
以
下
、
〈
有
王
は

つ
ま
り
色
々
の
奇

抜
な
物
語
、
殊
に
死
霊
の
執
着
と
い
ふ
類
の
不
思
議
を
、
語

つ
て
あ
る
く
法
師
の
代
々
の
通
り
名
だ

つ
た
か
も
知
れ
ぬ
か
ら
で
あ
る
〉
等
、

高
野
聖
有
王
に
よ
る
俊
寛
の
悲
劇
談
の
流
布

に
話
題
は
転
ず
る
。
『平
家
物
語
』
巻
三

「有
王
島
下
」
は
、

有
王
は
俊
寛
僧
都
の
遺
骨
を
頸
に
か
け
、
高
野

へ
上
り
、
奥

の
院
に
納
め
つ
つ
、
蓮
華
谷
に
て
法
師
に
な
り
、
諸
国
七
道
修
業
し
て
、

主
の
後
世
を
ぞ
弔
ひ
け
る
。
(流
布
本
)

と
俊
寛
の
悲
劇
談
を
結
ぶ
が
、
柳
田
國
男
の
説
く
<
伝
説
の
歴
史
性
、
も
し
く
は
史
料
と
し
て
の
伝
説
の
価
値
〉
究
明

の
関
心
は
こ
の

一

文
を
実
証
す
る
こ
と
の
方
に
あ

っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

も
ち
ろ
ん
、
「平
家
物
語
」
の
異
文
の
甚
だ
し
さ
、
こ
の
俊
寛

の
悲
劇
談
の
末
尾
も
、
〈
遺
骨
を
首
に
か
け
た
姿
、
奥

の
院

へ
の
納
骨
、

蓮
華
谷
聖
等
、
有
王
の
記
事
は
高
野
聖
の
特
徴
を
備
え
て
お
り
、
延
慶
本
な
ど
で
は
よ
り
詳
し
い
が
、
四
部
本
は
嵯
峨

で
出
家
と
す
る
V

(佐
伯
真

一
他
校
注

『
三
弥
井
古
典
文
庫

平
家
物
語

上
』

一
七
四
頁
頭
注
、
平
成
6
年
)
と

一
筋
縄
で
は
い
か
な

い
が
、
五
来
重
も

ま
た
柳

田
國
男
の
問
題
提
起
を
継
承
、
「高
野
聖

の
文
学
」
の
章
を
特
立
し
て
、
〈
俊
寛
有
王
伝
説
に
は
、
こ
れ
を
語

り
あ
る
い
た
高
野

聖
の
足
跡
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
云
々
V

(『増
補
高
野
聖
』
角
川
書
店
刊
、
昭
和
50
年
)
な
ど
俊
寛
有
王
に
か
か
わ
る
遺
跡
を
紹
介
し

て
い
る

こ
と
で
あ

っ
た
。

一22一



いくさがたりの語り手

ち
な
み
に
、
こ
の
種
遺
跡
に
つ
い
て
の
記
事
を
江
戸
期
地
誌
類
か
ら

一
二
摘
記
し
て
み
る
と
次
の
通
り
。

長
崎

の
津
よ
り
西
南
五
里
の
海
路

に
、
い
わ
う
島
と
て
東
西
に
な
が
く
わ
た
り
て
島
山
あ
り
。
(略
)

一
説
に
俊
寛
法
師

の
配
流

せ

る
所
は
此
い
わ
う
島
な
り
。
異
本
の
平
家
物
語
に
、
彼
杵
郡
の
い
わ
う
島
な
る
よ
し
見
え
た
り
と
か
や
。
予
い
ま
だ
其
異
本
を
見

ざ
れ
ば
、
募
り
て
い
ひ
が
た
し
。
(略
)
此
島
の
東
深
堀
と
い
ふ
地
に
、
有
王
塚
と
て
塚
有
と
い
ふ
も
、
な
を
い
ぶ
か
し
云
々
。
(西

川
正
休

『長
崎
夜
話
草
』
。
享
保
五
年
践
。
岩
波
文
庫
本
に
よ
る
)

在
王
塚

在
王
丸
と
云
は
、
俊
寛
僧
都

の
雇
従

に
て
僧
都
左
遷
の
時
、
京
に
残
れ
り
。
後
主
人
を
慕
ひ
遥
々
と
薩
摩
潟

へ
趣
、
伝

を
以
鬼
界
が
島

へ
渡
れ
り
。
島

に
て
主
人
を
尋
れ
ど
も
知
れ
ず
。
因
て
神
明
仏
陀
に
祈
誓
し
て
主
人
に
廻
り
逢
事
を
嘆
し
に
、
夢
中

に
僧
都

に
対
面
し
越
方

の
物
語
り
せ
し
に
、
松
吹
風
と
諸
共

に
夢
覚
た
り
。
其
傍
に
燭
艘
あ
り
け
る
故
、
是
こ
そ
主
人
の
無
き
骸
と

取
収

て
京

へ
帰
れ
り
。
股
勤

に
追
福
を
執
行
せ
り
。
其
後
在
王
丸
関
東

へ
下
る
時
桑
名
の
浜
辺
に
て
休
息
せ
し
に
、
空
中
よ
り
の
示

現
に
、
行
が
た
き
御
法

の
船
の
み
な
れ
樟
さ
さ
で
も
渡
る
彼
の
岸
べ
に
ぞ
。
不
思
議
の
思
ひ
を
な
し
、
傍
な
る
臨
湊
寺
の
本
尊
前
に

て
通
夜
の
勤
行
せ
ら
れ
し
が
、
時
節
の
到
し
に
や
、
病
無
し
て
正
念
命
終
せ
り
。
寺
僧
其
外

の
人
々
よ
り
そ
い
、
莚
席
を
蓋

て

一
夜

を
越
せ
し
に
、
夜
中
薦

の
隙
間
よ
り
光
明
か
が
や
き
、
霊
瑞
殊
勝
な
り
。
寺

の
傍
に
葬
と
云
。
葬
し
処
此
地
な

る
べ
し
。
(義
道

『久
波
奈
名
所
図
会
』。
文
化
元
年
刊
。
久
波
奈
古
典
刊
行
会
本
に
よ
る
)

僧
都
宅
地
並
僧
都
川

知
識
村
、
西
目
の
脇
本

に
あ
り
。
往
古
俊
寛
僧
都
喜
界
島
よ
り
帰
洛
せ
ん
と
欲
し
、
此
地
に
来
り
し
と
て
、

僧
都
宅
趾
を
伝

へ
、
側
の
井
を
僧
都
川
と
い
ふ
。
隣
邑
野
田
に
僧
都
墓
あ
り
。
(五
代
秀
尭

・
橋
口
兼
柄

『
三
国
名
勝
図
会
』。
天
保

十
四
年
刊
)
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柳

田
國
男
や
五
来
重
が
俊
寛
有
王
伝
承
の
分
布
例
と
し
て
掲
げ
る
、
長
崎
西
方

の
伊
王
島
、
伊
勢
桑
名
郡
益
生
村
、
薩
摩
出
水
郡
下
出

水
村
脇
元
の
遺
跡
に
つ
い
て
の
そ
れ
ぞ
れ
の
言
い
伝
え
で
あ
る
。
そ
れ
に
し
て
も
多
様
な
展
開
-

柳
田
國
男
は
、
〈

た
と

へ
近
世
に
入

つ
て
か
ら
、
口
碑
を
取
上
げ
て
筆
に
し
た
も
の
に
も
せ
よ
、
種
無
し
に
は
斯
う
い
ふ
話
は
浮
ん
で
来
な
い
だ
ら
う
V
と
論
ず
る
と
こ
ろ
で

あ
る
が
、
俊
寛
の
悲
劇
談
を
語
り
歩
い
た
高
野
聖
の
足
跡
と
見
る
等
を
し
て
自
明
の
理
と
す
る
だ
け
の
事
実
の
検
証
と
言
う
に
は
程
遠
い
。

壇
浦
合
戦
談
の
語
り
手

源
平
合
戦
の
終
結
、
壇

の
浦
合
戦
の
古
戦
場
た
る
下
関

で
は
、
能
登
守
教
経
の
最
期
に
つ
き
、
〈
『平
家
物
語
』

に
〉
と
し
て
、
〈
能

登
殿

(略
)
安
芸
の
太
郎
を
ば
弓
手

の
脇

に
か
い
挟
み
弟
の
次
郎
を
ば
馬
手

の
脇

に
取
り
て
挟
み
、

一
し
め
し
め

て
、

い
ざ
う
れ
、
己
等

死
出

の
山
の
供
せ
よ
と
て
生
年
廿
六

に
し
て
海

へ
つ
づ
と
そ
入
り
給
ふ
V
を
引
き
、
ま
た
、
新
中
納
言
知
盛
に
つ
い
て
は
、
〈
『
源
平
盛

衰
記
』

に
V
と
し
て
、
〈
知
盛
卿

(略
)
平
中
納
言
教
盛
卿
と
冑
脱
捨
て
て
西
に
向
ひ
念
仏
申
し

て
両
人
自
害
せ
ら
れ
け
れ
ば
云
々
V
と

引

い
て
そ
の
最
期
を
説
く

(『
下
関
市
史

原
始
ー

中
世
」
下
関
市
役
所
刊
、
昭
和
43
年
)。
歴
史
物
語
と
は
言
え
、
物
語
を
以
て
歴
史

叙
述

に
か
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
と
の
危
惧
は
措
く
と
し
て
、
同
じ
く
壇
の
浦
合
戦
を
描
く
の
に
な
ぜ
依
拠
本
文
を
替
え
る
の
か
は
不

審
、
加
え
て
、
長
門
国
赤
間
関
阿
弥
陀
寺
蔵
書
た
る
長
門
本

『平
家
物
語
』
や
同
寺
の
絵
解
き

(「
長
州
赤
間
関
阿
弥
陀
寺
御
絵
解
書
」、

『絵
解
き
台
本
集
』
所
収
、
三
弥
井
書
店
刊
)
で
は
、
教
経

・
知
盛
と
も
に
入
水
と
す
る
な
ど
の
食
い
違
い
は
当
の
下
関
市
民
の
話
題
に

な
ら
な
か

っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

『
平
家
物
語
』
に
あ

っ
て
、
〈
大
将
軍
に
は
新
中
納
言
知
盛
卿
、
副
将
軍
に
は
能
登
盛
教
経
な
り
。
(略
)
平
家
は
今
度
水
島
の
軍
に
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いくさがたりの語 り手

勝

つ
て
こ
そ
、
会
稽
の
恥
を
ば
雪
め
け
れ
〉

(巻
八

「水
島
合
戦
」
)
等
こ
の
勇
者
二
人

の
取
合
せ
は
印
象
深
い
。
壇

の
浦
合
戦
で
も
、

〈
人

々
は
鎧
の
上
に
重
き
物
を
負
う
た
り
抱
い
た
り
し

て
入
れ
ば
こ
そ
沈
め
、
こ
の
人
親
子
は
さ
も
し
給
は
ず
。
な
ま
じ
ひ
に
水
練
の
上

手
に
て
お
は
し
け
れ
ば
、
大
臣
殿
は
右
衛
門
督
沈
ま
ば
我
も
沈
ま
ん
、
助
か
ら
ば
我
も
共
に
助
か
ら
ん
と
思
ひ
、
互
に
目
を
見
か
は
し
て

か
な
た
こ
な
た

へ
泳
ぎ
あ
り
き
給
ひ
け
る
云
々
V
と
描
か
れ
る
宗
盛
父
子
と
は
好
対
照
、
教
経

・
知
盛
は
最
後
ま
で
奮
戦
し
て
果
て
た
と

称
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
ー

も

っ
と
も
、
教
経

の
最
期
に

つ
い
て
は
、

一
の
谷
合
戦

で
討
死

(『
吾
妻
鏡
』)
と
壇

の
浦
合
戦

で
自
害

(『
醍
醐
雑
事
記
』
)
等
史
料

に
齪
擁
が
あ
る
。
ま
た

『平
家
物
語
』
諸
本
で

一
様
に
そ
の
最
期
を
入
水
と
記
す
教
経
と
異
な
り
、
知
盛

の

死
に
様
の
描
写
に
こ
だ
わ
る
と
、
『
醍
醐
雑
事
記
』
に
〈
自
害
〉
と
記
さ
れ

て
い
る
も
の
の
、
『源
平
盛
衰
記
』
は
教

経
入
水
談
の
あ
と

〈
異
説

に
は
自
害
云
々
〉
と
注
記
し
、
ま
た
、
知
盛
に
つ
い
て
は
本
文
に
く
知
盛
卿
余
に
嬉
し
げ
に
思
て
、
平
中
納
言
教
盛
卿
と
冑
脱
ぎ

捨

て
、
西
に
向
ひ
念
仏
申
て
、
両
人
被
一自
害

一け
れ
ば
、
有
国
家
長
已
下
侍
八
人
同
じ
枕
に
自
害
し
て
伏
ぬ
V
と
記
し
た
あ
と
、
〈

一
説

に
云
、
知
盛
教
盛
両
人
は
、
腹
巻
の
上
に
鎧
を
著
、
身
を
重
し
て
手
を
取
組
み
海
に
入
り
給
ひ
け
れ
ば
、
侍
共
八
人
、
同
続

て
入
に
け
り

云
々
V
と
異
説
を
紹
介
す
る
な
ど

一
様
で
は
な
い
。
教
経

・
知
盛
の
最
期
談
も
ま
た
、
『平
家
物
語
』

に
お
け
る
歴
史

そ
の
ま
ま
と
歴
史

ば
な
れ
の
究
明

一
筋
縄
で
は
い
か
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る

(拙
稿

「『醍
醐
雑
事
記
』
所
載

『
平
家
物
語
』
関
連
記
事
考
」
、
関
西
軍
記
物
語

研
究
会
編

『
軍
記
物
語
の
窓

第
二
集
』
所
収
、
和
泉
書
院
刊
、
平
成
14
年
)。

他

に
、
『平
家
物
語
』
壇
の
浦
合
戦
幕
開
き
の

一
節
、

さ
る
程
に
源
平
両
方
陣
を
合
す
。
陣
の
間
、
海
の
面
纏
に
三
十
余
町
を
ぞ
隔
て
た
る
。
門
司
、
赤
間
、
壇
浦
は
瀕
り
て
落

つ
る
潮
な

れ
ば
、
平
家
の
船
は
心
な
ら
ず
、
潮
に
向

つ
て
押
落
さ
る
。
源
氏
の
船
は
自
ら
潮
に
追
う
て
ぞ
出
で
来
る
。
(流
布
本
)
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も
議

論
を
呼
ぶ
と
こ
ろ
ー

黒
板
勝
美

『義
経
伝
』
(創
元
社
刊
、
昭
和
14
年
)
等
、
こ
の
記
事
を
手
掛
り
に
海
流
の
変
化

こ
そ
源
氏
の

勝
因

と
説
く
が
、
谷
沢
永

一
は
、
金
指
正
三

「壇
の
浦
の
潮
流
」
(『海
上
社
会
史
話
』
所
収
、
成
山
堂
刊
、
昭
和
46
年

)
に
着
目
、
〈
金

指
は
お
得
意

の
海
洋
資
料
と
地
球
物
理
学
を
駆
使
し
て
、
合
戦
当
日
の
水
域

で
は
潮
流
の
速
さ
は

一
ノ

ッ
ト
以
内
、
『
平
家
物
語
』
に

「
た
ぎ

つ
て
お

つ
る
潮
」
と
い
う
の
は
実
情
を
知
ら
ぬ
者
の
誇
張
だ
と
断
定
し
て
い
る
。
壇

の
浦
の
勝
敗
を
き
め
た
の
は
潮
流
で
な
く
、

無
防
備
な
平
氏
の
漕
手
を
、
源
氏
が
片

っ
ぱ
し
か
ら
弓
で
倒
し
た
か
ら
だ

っ
た
。
金
指
が
苦
労
し
て
出
し
た
こ
の
結
論
云
々
V
と
こ
れ
ま

で
の
く
む
ち
ゃ
な
推
定
V
を
手
厳
し
く
糾
弾
し
て
い
る

(「壇

の
浦
合
戦
の
勝
利
」
、
『紙

つ
ぶ
て

(全
)」
所
収
、
文
春
文
庫
、
昭
和
61
年
)。

確
か

に
、
物
語
に
拠

っ
て
歴
史
を
説
く
こ
と
の
陥
穽
、
〈
門
司
、
赤
間
、
壇
浦
は
濫
り
て
落

つ
る
潮
な
れ
ば
云
々
V
は
延
慶
本
等
に
は
見

出
せ
な
い
表
現
、
こ
れ
に
対
し
て
、

一26

源
氏

の
兵
ど
も
、
平
家
の
船
に
乗
り
移
り
け
れ
ば
、
水
主
揖
取
ど
も
、
或
は
射
殺
さ
れ
、
或
は
斬
り
殺
さ
れ
て
、
船
を
直
す
に
及
ば

ず
、
船
底

に
皆
倒
れ
伏
し
に
け
り
。
(流
布
本
)

は
諸
本
等
し
く
述

べ
る
と
こ
ろ
、
歴
史
そ
の
ま
ま
と
歴
史
ば
な
れ
に
留
ま
ら
ず
、
『
平
家
物
語
』
異
本
論
に
も
及
ぶ
課
題

で
あ
ろ
う
。

と

こ
ろ
で
、
教
経
の
弟
仲
快
律
師
に

つ
き
、
『
平
家
物
語
』
に
描
く
、
兄
通
盛
の
妻
小
宰
相

の
戒
師
を
務
め
た
云
々

(巻
九

「小
宰
相
」)

は
真
偽
不
明
に
し

て
も
、
壇
の
浦
合
戦

で
の
生
捕
り
や
配
流
は
史
実
に
適
う
が
、
主
に
そ
の
後
の
仲
快
に
焦
点
絞

っ
た
伝
記
追
跡
に
か
か

わ
る
論
が
続
い
て
い
る
。
角
田
文
衛

『平
家
後
抄
』
(朝
日
選
書
、
昭
和
56
年
)
と
日
下
力

『平
家
物
語
の
誕
生
』
(岩
波
書
店
刊
、
平
成

13
年
刊
)
1

〈
大
原
に
止
住
し
て
い
る
間
に
、
忠
快
は
必
ず

一
度
な
ら
ず
寂
光
院
の
建
礼
門
院
の
許
に
参
上
し
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
言

う
ま

で
も
な
く
女
院
は
、
忠
快
の
イ
ト
コ
で
あ
り
、
か

つ
壇

ノ
浦
ま
で
辛
酸
を
共
に
し
た
間
柄
で
あ

っ
た
V

(「忠
快
僧
都
」
、
『
平
家
後



いくさがたりの語り手

抄
』
所
収
)
等

『
平
家
物
語
』
に
語
ら
れ
ざ
る
世
界

へ
の
想
い
、
あ
る
い
は
、
〈
同
書

(『源
平
闘
諄
録
』
)
で
は
、

一
谷
で
熊
谷
直
実
の

討

っ
た
相
手
が
敦
盛
に
あ
ら
ず
し
て
、
忠
快
の
弟
の
業
盛
と
な

っ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
、
東
国
に
縁
深
い
忠
快
と
の
連
想
か
ら
生
み
出
さ

れ
た
異

伝
で
は
な
か

っ
た
か
云
々
V

(「
一
般
世
上
と
作
品
胎
生

の
脈
絡
」)
や
く
教
盛

の
子
孫
た
ち
も
教
子

・
忠
快

・
重
子
と
、
そ
の
中

に
含
ま
れ
て
い
た
。
改
め
て
、
物
語
中

の
教
盛
に
は
同
情
こ
そ
あ
れ
、
非
難
め
か
し
い
言
辞
は

一
つ
も
向
け
ら
れ
て
い
な
か

っ
た
こ
と
の

意
味
を
問
い
直
し
て
み
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
云
々
V

(「
軍
記
物
語
の
生
成
と
展
開
」
、
以
上
と
も
に
、
『
平
家
物
語
の
誕
生
』
所
収
)
等

『
平
家
物
語
』
成
立
時
期
の
時
代
相
と
作
品
誕
生

の
か
か
わ
り

つ
い
て
の
所
論
が
目
に
立

つ
。

な
か

で
、
論
述
の
主
眼
を
覚

一
本
に
据
え
た
と
明
記
し
た
、
刑
部
久

「『
平
家
物
語
』
壇
浦
合
戦
謂
に
見
る
い
く
さ
語

り
の
完
成
」
(山

下
宏
明
編

『
平
家
物
語

研
究
と
批
評
』
所
収
、
有
精
堂
刊
、
平
成
8
年
)
が
、
「忠
快
の
戦
場
体
験
と
語
り
」、
「戦
場
体
験

の
語
り
、

そ
の
後

退
と
整
序
」
な
ど
の
節
を
特
立
し
て
、
〈
忠
快
の
視
線
V
や
〈
忠
快

の
意
図
〉
等
〈
忠
快

の
語
り
〉

に
踏
み
込
ん
で
い
る
の
は
、

柳
田
國
男
に
始
ま
る
発
想
i

『
平
家
物
語
』
に
先
行
す
る
平
家
語
り
の
想
定
を
受
け
継
ぐ
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
た
だ
し
、
そ
の
前
提
、

説
経
や
教
授
や
儀
式
あ
る
い
は
そ
れ
等
に
伴

っ
た
で
あ
ろ
う
雑
談
の
場

で
、
忠
快

(や
増
盛
)
は
、

一
体
何
を
語

っ
て
曾
て
は
敵

で

あ

っ
た
人
々
を
引
き

つ
け
、
そ
の
帰
依
や
尊
敬
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
の
か
。
(「忠
快

の
戦
場
体
験
と
語
り
」)

は
、
〈
宝
憧
院
の
本
願

い
は
く
、
「昔

の
上
人
は
、

一
期
、
道
心
の
有
無
を
沙
汰
し
き
。
次
世
の
上
人
は
、
法
文
を
相
談
す
。
当
世

の
上

人
は
、

合
戦
物
語
」
云
々
V

(『
一
言
芳
談
」
角
川
文
庫
本
に
よ
る
)
に
照
し
て
、
自
明
の
理
と
す
る
に
疑
念
な
し
と

は
し
な
い
。

こ
の

『
一
言
芳
談
』

の

一
文
は
、
そ
の
前
段
く
し
か
う
し
て
、
そ
の
時
ま
で
は
、
論
義

日
記
ば
か
り
を
ば
せ
し
な
り
。
当
世

は
、
そ
れ
程

の
こ

と
も
無

き
歎
V
を
合
わ
せ
読
む
か
ぎ
り
、
末
世
の
僧
の
堕
落
と
読
む
べ
き
箇
所
で
あ
ろ
う
。

一27一



文林 三十七号

な
お
、
地
誌

『西
摂
大
観
」

(仲
彦
三
郎
編
。
明
輝
社
刊
、
明
治
44
年
)
に
は
、
忠
快
律
師
を
し
て
兵
庫
能
福
寺
の
中
興
と
す
る
伝
承

の
あ
る
こ
と
を
記
し
、
そ
の
遍
歴
の
さ
ま
を
、

掬
て
福
原
の
故
京
に
来
れ
ば
昔
な

つ
か
し
き
涙
は

一
層
胸
に
迫
り
、
鵯
越
、

一
の
谷
、
須
磨
、
明
石
等
処
々
の
戦
場
を
巡
り
其
中
に

も
兄
の
越
前
の
三
位
、
叔
父
本
三
位
の
中
将
、
従
弟

の
無
官
の
太
夫
の
事
ど
も
思
ひ
出
し
て
哀
み
身
に
沁
み
ぬ
。

(略
)
日
数
重
な

り
て
長
門
の
壇
の
浦
に
着
し
、
(略
)
二
位
殿
新
中
納
言
最
後
の
有
様
、
能
登
守
の
振
舞
ひ
小
松
の
子
息
達
の
錨
を
下
し
て
海
に
入

り
し
其
当
時
を
回
顧
す
れ
ば
云
々
。
(下
巻
、
第
七

「古
城
吐
及
古
戦
場
」)

と
述

べ
て
、
〈
忠
快
語
り
〉
の
下
地
十
分
と
い
っ
た
態

で
あ
る
。
し
か
し
、

こ
れ
ら
の
記
述
は
正
史
に
符
号
す
る
と
こ
ろ
な
く
、
ま
た
、

教
経

の
壇

の
浦
合
戦

で
の
戦
死
を
記
し
な
が
ら
、
他
に
、

平
教
経
塚

和
田
崎
旧
上
海
紡
績
の
東
土
塀
に
沿
ひ
土
封
あ
り
。
伝

へ
い
ふ
能
登
守
教
経
の
墓
な
り
と
。
又
古
地
図
に
も
此
く
標
示

せ
り
。
吾
妻
鏡
に
依
れ
ば
、
寿
永
三
年
二
月
七
日
但
馬
前
司
経
正
、
能
登
守
教
経
、
備
中
守
師
盛
は
、
遠
江
守
義
定
の
為
に
獲
る
所

と
な
れ
り
。
然
る
に
平
家
物
語
、
源
平
盛
衰
記
等
に
は
、
教
経

】
の
谷
に
死
せ
ず
、
屋
島
、
壇
の
浦
に
奮
闘
せ
し

こ
と
を
載
す
る
も

詳
か
な
ら
ず
。
故
に
此
地
古
来
よ
り
教
経
の
塚
と
し
て
存
す
る
を
も
て
記
す
と
い
ふ
。
(下
巻
、
第
五

「墳
墓
」
)

と
の
異
伝
を
記
載
す
る
な
ど
面
妖
な
こ
と
で
あ
る
に
違
い
な
い
。

そ
れ
に
し
て
も
、
実
態
定
か
で
な
い
ま
ま
、
物
語
に
先
立

つ
平
家
語
り
を
想
定
す
る
こ
と
が

『平
家
物
語
』
鑑
賞
に
あ

っ
て
い
か
な
る

意
義
を
有
す
る
の
か
は
、
改
め
て
問
わ
れ
る
べ
き
事
柄

で
あ
ろ
う
。
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